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今年度は、町内でにんにく生産が開始されて６０周年を迎えた記念の年です。２月２９日（４年に１度の「にん
にく」の日）、たっこにんにく生産６０周年記念式典が行われました。詳しくは３ページをご覧ください。

「にんにく」を愛し続けて60年
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●
今
月
の
話
題

　
２
０
２
３
年
、
田
子
町
は
に

ん
に
く
生
産
を
開
始
し
て
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
６
２

年
、
出
稼
ぎ
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
新
た
な
換
金
作
物
と

し
て
、
当
時
の
町
農
協
青

年
部
の
有
志
十
数
名
が
に

ん
に
く
の
種
子
を
購
入

し
、
町
内
で
の
に
ん
に
く

栽
培
の
普
及
を
開
始
し
ま

し
た
。
１
９
７
０
年
に
は

67
戸
の
農
家
に
よ
り
「
に

ん
に
く
生
産
部
会
」
が
発

足
さ
れ
、
そ
の
後
、
作
付

け
農
家
の
急
増
と
と
も
に

価
格
が
急
落
す
る
中
、
出

荷
基
準
の
厳
格
化
に
よ

り
、
１
９
７
５
年
に
は
東

京
市
場
か
ら
品
質
・
量
と
も
に

日
本
一
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
は
「
た
っ
こ
に

ん
に
く
」
が
東
北
初
の
地
域
団

体
商
標
登
録
を
受
け
、
２
０
１

７
年
に
は
町
独
自
の
品
種
「
た

っ
こ
１
号
」
を
開
発
し
国
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
に
ん
に
く
生
産
の
ほ

か
、
町
中
に
「
に
ん
に
く
」
モ

チ
ー
フ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
し
た
り
、
世
界
の
に
ん
に
く

産
地
と
の
姉
妹
都
市
交
流
、
に

ん
に
く
３
大
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
、

に
ん
に
く
収
穫
祭
、
た
っ
こ
に

ん
に
く
ま
つ
り
）、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ご
当
地
グ
ル
メ
「
田
子
ガ
ー

リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」
の

開
発
な
ど
、
田
子
町
は
「
日
本

一
『
に
ん
に
く
』
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
町
」
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
東
京
都
で
行
わ

れ
た
令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
づ

く
り
大
賞
表
彰
式
に
山
本
晴
美

町
長
が
出
席

し
、
馬
場
成

志
総
務
副
大

臣
か
ら
表
彰

状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

山
本
町
長

は
、
今
回
の

受
賞
に
あ
た

り
「
ま
ず
は

こ
の
受
賞
を

町
民
の
皆
様

と
と
も
に
喜

び
た
い
と
思

い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
は
、

に
ん
に
く
生

産
だ
け
で
は

な
く
、
国
際

交
流
な
ど
、
こ
れ
ま
で
当
町
が

進
め
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
意

味
で
、
大
き
な
賞
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
に
向

か
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
が
さ
ら
に
意
欲
的

に
、
そ
し
て
健
や
か
に
、
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
で
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
を
対
象
に
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
田
子
町
が

「
令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
で
、
地
方
自
治
体
表
彰

（
総
務
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、「
に
ん
に
く
」
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
、
に
ん
に
く
の
生
産
か
ら
加
工
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
他
品

種
と
の
差
別
化
、
に
ん
に
く
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
に
ん
に
く

が
つ
な
い
だ
海
外
姉
妹
都
市
と
の
交
流
、
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
な

ど
、
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
に
よ
り
町
民
が
一
体
と
な
り
更
な

る
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

田
子
町
が「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」地
方
自
治
体
表
彰
を
受
賞

日
本
一「
に
ん
に
く
」
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

馬場総務副大臣から表彰状を受け取る山本町長
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●
今
月
の
話
題

たっこにんにくまつりたっこにんにくまつり
　

た
っ
こ
に
ん
に
く
生
産
60
周

年
を
記
念
し
て
、
２
月
29
日

（「
に
ん
に
く
」
の
日
）、
中
央

公
民
館
で
60
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
新
井
田
文
雄
委
員

長
）
主
催
に
よ
る
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
に
ん
に
く
産

業
功
労
者
の
表
彰
や
講
演
会
、

に
ん
に
く
生
産
者
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
町
内
の
に
ん
に
く
生
産
者

を
は
じ
め
、
関
係
者
な
ど
約
80

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

に
ん
に
く
産
業
功
労
者
表
彰

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
に
ん
に
く

生
産
に
関
連
す
る
取
り
組
み
を

た
た
え
、
功
労
者
３
名
、
感
謝

状
13
名
、
激
励
13
名
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
弘
前
大
学
の
高

田
晃
准
教
授
、
八
戸
工
業
大
学

の
片
山
裕
美
講
師
の
お
二
人
を

講
師
に
迎
え
、
に
ん
に
く
の
低

環
境
負
荷
型
栽
培
法
の
開
発

（
線
虫
忌
避
防
除
）
に
つ
い
て
、

に
ん
に
く
と
栽
培
ほ
場
に
含
ま

れ
る
土
壌
成
分
の
関
連
性
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
生
産
者

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
町
内
の
に
ん
に

く
生
産
者
４
名
が
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
壇
上
に
上
が
り

「
に
ん
に
く
栽
培
60
年
の

技
術
と
未
来
へ
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
農
業
大

学
の
山
下
一
夫
客
員
研
究
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

に
ん
に
く
生
産
に
お
い
て
特
に

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
労
働

人
口
の
減
少
対
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
消
費
者
と
の
交
流
に
よ
る
作

業
体
験
の
受
入
れ
、
農
福
連
携

の
実
践
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ラ
ー
ご
自
身
が
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、「
た
っ

こ
に
ん
に
く
生
産
70
周
年
へ
向

け
て
」
と
題
し
た
生
産
者
の
決

意
書
を
出
席
者
が
唱
和
し
、
生

産
70
周
年
に
向
け
て
、
に
ん
に

く
を
通
じ
た
更
な
る
地
域
活
性

化
を
誓
い
ま
し
た
。

　２月２４日、
農業者トレー
ニングセンタ
ーで第１７回
たっこにんに
くまつりが行

われました。これは、にんにくまつり実
行委員会（木谷健悦委員長）の主催による
もので、約２３００名の方が来場しました。
　会場では、「山菜入り田子牛すじ鍋」
や「にんにくたっぷり高菜かやき」など
の田子の鍋や、さまざまな調理品、加工
品の出店が並びました。また、「NINNIKU
料理オンリー１グランプリ」と題し、た
っこにんにくをふんだんに使った一品料
理の販売と人気投票が行われ、どの出店
にも長蛇の列ができていました。
　ステージでは、ガーリックレディコン
テストや、たっこにんにくに関する○×
クイズが行われるなど、来場者はたっこ
にんにくを満喫した１日となりました。

ガーリックレディコンテスト
◎コンテストの結果
▽ガーリックレディ　
　葛川唯さん（田子町・写真中央）

▽準ガーリックレディ
　田畑向日葵さん（三戸町・写真左）

　一二三華月さん（八戸市・写真右）

ＮＩＮＮＩＫＵ料理オンリー１
グランプリ2024
　町内をはじめ、八戸市や二戸市から出
店した計４店舗がそれぞれのオリジナル
にんにく料理を販売し人気を競いまし
た。グランプリ店は来場者のメダルの投
票で決められ、鉄板焼き処來（二戸市）
の「短角牛す
じのそばめし」

（写真）がグラ
ンプリに輝き
ました。

に
ん
に
く
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
誓
う

た
っ
こ
に
ん
に
く
生
産
60
周
年
記
念
式
典

功労者表彰

講演会

生産者パネルディスカッション

更なる飛躍を誓いタッコーラで乾杯
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（
写
真
１
）
鬼
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
園
児

　

た
ち

（
写
真
２
）
優
勝
を
報
告
し
た
選
手
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

み
ん
な
で
鬼
を
や
っ
つ
け

ろ
！　

お
に
お
に
パ
ー
テ

ィ
ー
（
※
写
真
１
）

　

２
月
２
日
、
た
っ
こ
こ
ど
も

園
で
節
分
行
事
「
お
に
お
に
パ

ー
テ
ィ
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
に
お
に
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し
く

節
分
を
学
ん
だ
後
、
み
ん
な
の

こ
こ
ろ
の
中
に
ど
ん
な
悪
い
鬼

が
い
る
か
発
表
し
ま
し
た
。
園

児
か
ら
は
、「
お
こ
り
ん
ぼ
う

鬼
」
や
「
お
野
菜
食
べ
な
い
鬼
」

な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
後
、
節

分
の
歌
「
豆
ま
き
」
を
園
児
全

員
で
歌
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
突

然
や
っ
て
き
た
鬼
に
向
か
っ
て
、

園
児
ら
は
、「
鬼
は
そ
と
～
、

福
は
う
ち
～
」
と
元
気
に
声
を

発
し
な
が
ら
、
鬼
に
む
か
っ
て

豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
中
に
は

泣
き
出
す
子
も
い
る
中
、
果
敢

に
鬼
に
向
か
う
姿
を
見
せ
、
み

ご
と
退
散
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
節
分
に
ち
な
ん
だ
給

食
を
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、
鬼

に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。

田
子
バ
レ
ー
男
子
ジ
ュ
ニ

ア
が
八
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
杯
優
勝
を
報
告

（
※
写
真
２
）

　

町
内
の
小
学
生
で
構
成
す
る

田
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男

子
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
、
２
月

４
日
に
八
戸
市
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
八
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
杯
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
小
学
生
９
名
と
関
係
者
が

役
場
を
訪
れ
、
山
本
晴
美
町
長

に
大
会
で
の
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。
報
告
を
受
け
た
山
本
町

長
は
、
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も

に
更
な
る
活
躍
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小

学
６
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
、

こ
の
大
会
が
小
学
生
最
後
の
大

会
で
あ
り
、
児
童
た
ち
は
「
最

後
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
る
大
坊
祐
久
く
ん
（
田
子
小

６
）
は
「
優
勝
が
決
ま
っ
た
時

は
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
一
番

う
れ
し
か
っ
た
。
中
学
生
に
な

っ
て
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
良
い

成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
練
習
を
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

冬
を
楽
し
も
う
！
～
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
～

（
※
写
真
３
）

　

２
月
10
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
ス
ノ
ー
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
（
釜
渕
清
嗣

委
員
長
）
主
催
に
よ
る
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と

ス
キ
ー
の
滑
走
技
術
を
競
う
テ

ク
ニ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
や
雪
山

宝
探
し
、雪
灯
籠
づ
く
り
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
に
足
を
運
び
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
８
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
43

名
が
出
場
し
ま
し
た
。
年
齢
別

の
部
門
に
分
か
れ
て
、
一
人
ず

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
雪
山
宝
探
し
の
様
子
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（
写
真
４
）
文
化
賞
受
賞
者
の
皆
さ
ん

（
写
真
５
）
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
の
皆
さ
ん

つ
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
走
し
審
査
員

が
採
点
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
入
賞
者
に
田
子
牛
焼
き

肉
用
の
詰
め
合
わ
せ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

雪
山
宝
探
し
や
雪
灯
籠
づ
く

り
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
雪
の

上
を
走
り
回
っ
た
り
、
雪
を
固

め
て
雪
灯
籠
を
作
っ
た
り
、
思

う
存
分
雪
と
触
れ
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
２
２
９
ド

ー
ム
に
は
屋
台
村
が
特
設
さ

れ
、
温
か
い
食
べ
物
で
来
場
者

を
迎
え
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー
前
に
作
ら
れ
た
雪
灯
籠

に
一
斉
に
灯
り
が
と
も
る
と
、

来
場
者
は
記
念
撮
影
を
す
る
な

ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
６
時
に
は
、
冬
の
夜
空
に

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
来
場

者
は
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

田
子
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
（
※
写
真
４
・
５
）

　

２
月
15
日
、
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
、
令
和
５
年
田
子
町
文

化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
賞
部
門

は
10
個
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門

は
21
個
人
４
団
体
が
受
賞
し
ま

し
た
。

【
文
化
賞
部
門
】

◎
文
化
賞
（
個
人
）

日
澤
実
花（
三
農
恵
拓
高
３
）

森
崎
祐
世（
三
農
恵
拓
高
３
）

平
山
昊
也（
名
久
井
農
高
１
）

大
坊
隆
司（
名
久
井
農
高
２
）

◎
文
化
奨
励
賞
（
個
人
）

坂
本
優
稀（
名
久
井
農
高
３
）

畠
山
楓
喜（
名
久
井
農
高
３
）

山
市
海
羽
音（名

久
井
農
高
３
）

山
本
一
愛（
ウ
ル
ス
ラ
高
３
）

池
田
優
妃
（
八
戸
北
高
１
）

◎
児
童
・
生
徒
文
化
奨
励
賞

（
個
人
）

髙
橋
彩
乃
（
田
子
中
３
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
部
門
】

◎
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
個
人
）

山
市
大
悟
（
相
撲
協
会
）

新
井
田
未
徠（三

農
恵
拓
高
２
）

中
村
悠
真（
三
農
恵
拓
高
２
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

簗
田
隆
典
（
野
球
協
会
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
団
体
）

田
子
町
相
撲
協
会

◎
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

新
井
田
哩
来
（
田
子
中
３
）

新
井
田
有
成
（
田
子
中
１
）

岡
山
叶
那
太
（
田
子
中
１
）

内
沢
凜
音
（
三
戸
中
１
）

櫻
場
充
也
（
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
）

岩
間
翔
汰
（
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
）

袖
村
風
花
（
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
）

上
沢
乃
々
奏
（
２
２
９
ス
キ

ー
ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
）

新
井
田
心
路
（
相
撲
協
会
）

野
端
祐
利
（
相
撲
協
会
）

松
橋
綺
羅
（
相
撲
協
会
）

松
橋
颯
愛
羅
（
相
撲
協
会
）

新
井
田
絋
成
（
相
撲
協
会
）

中
山
滉
麻
（
相
撲
協
会
）

松
橋
桜
苺
愛
（
相
撲
協
会
）

川
下
瑶
平
（
八
戸
市
選
抜
）

山
田
健
心
（
八
戸
市
選
抜
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

田
子
町
相
撲
協
会
女
子
団
体

田
子
町
相
撲
協
会
田
子
小
学

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
６
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
写
真
７
）
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
菊
地
さ
ん

（
中
央
）

校
相
撲
部

田
子
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
６
）

　

２
月
25
日
、
文
化
観
光
交
流

施
設
み
ろ
く
館
で
「
田
子
町
し

あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り
結
婚
祝

い
金
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

山
本
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

田
子
町
で
末
永
く
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
、

祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
は
「
祝
い

金
は
、
家
で
飼
っ
て
い
る
犬
の

も
の
を
買
っ
た
り
、
親
が
亡
く

な
っ
た
の
で
家
の
片
付
け
な
ど

に
使
い
た
い
。
現
在
も
い
い
形

で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
継
続
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

町
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
で
事

業
開
始
か
ら
69
組
目
、
今
年
度

５
組
目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
釜
渕
嘉
嗣
・
友
紀
子
夫
妻

（
七
日
市
）

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
７
）

　

２
月
15
日
、
澤
頭
み
さ
さ
ん

（
干
草
場
）の
満
１
０
１
歳
を
お

祝
い
す
る
た
め
、
役
場
公
室
で

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
、
本
人

の
代
理
で
ご
子
息
が
出
席
さ
れ
、

山
本
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
澤

頭
さ
ん
は
、
大
正
12
年
２
月
に

三
戸
郡
猿
辺
村
（
現
三
戸
町
）

で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
老
健
た
っ
こ
で
穏
や
か

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
28
日
に
は
、
菊

地
ツ
キ
さ
ん（
道
前
）の
満
１
０

０
歳
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
老

健
た
っ
こ
で
敬
老
祝
い
金
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
ご
家
族
や
施
設

の
職
員
、
ご
友
人
と
一
緒
に
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
山
本

町
長
は
「
こ
の
先
も
元
気
に
暮

ら
し
て
い
た
だ
い
て
、
来
年
、

再
来
年
も
ま
た
お
祝
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

菊
地
さ
ん
は
、
大
正
13
年
２

月
に
二
戸
市
斗
米
村
（
現
二
戸

市
）
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
老
健
た
っ
こ
で
穏

や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
地
さ
ん
は
、
食
事
は
好
き
嫌

い
な
く
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
こ

と
が
長
寿
の
秘
訣
だ
と
元
気
に

お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。
贈
呈

式
の
最
後
に
は
、
菊
地
さ
ん
か

ら
感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら

れ
、
菊
地
さ
ん
の
人
柄
が
感
じ

ら
れ
る
感
動
的
な
贈
呈
式
と
な

り
ま
し
た
。
施
設
の
職
員
が
こ

の
日
の
た
め
に
準
備
し
た
衣
装

で
着
飾
っ
た
菊
地
さ
ん
は
、
終

始
に
こ
や
か
で
し
た
。

　

現
在
、
田
子
町
で
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
、
澤
頭
さ
ん
と
菊

地
さ
ん
を
含
め
て
７
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
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●
お
知
ら
せ

　地域おこし協力隊の五十嵐です。
　昨年来より動いておりましたにんにくねぶた。
今から20年ほど前に地域のお祭りで使われていた
ねぶたですが、皆様のご協力のもと紙張り作業が
終わり、にんにくらしく見えるところまで完成い
たしました。墨絵をいれるか・土台をどうするか
などの課題はありますが、ボロボロな状態だった
ものから少しでもきれいな状態にすることができ
てうれしい限りです。お手伝いいただいたみなさ
ま、ありがとうございました。今後町内のどこか
に飾られると思いますので、ぜひ見かけたら写真
など撮ってみてください。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹です。
　２月24日「たっこにんにくまつり」が開催され
ましたね。去年と違い、今回は快晴の中、去年を
上回る大盛況ぶり。会場所狭しと、たくさんの方
の笑顔と楽しそうな会話があふれておりました。
私の販売したパンもたくさんの方にご購入いただ
き完売となりました。一緒に田子町を盛り上げて
くれる「ガーリックレディ」の選考会や、どのお
料理も非常においしく５年ぶりの開催となった

「NINNIKU 料理オンリー1グランプリ」は大変白熱
しておりました！　お隣のみろく館では、ついに、
にんにくねぶたが完成しました。
　たった数時間でいろんな催しが成し遂げられた
一日。田子町のパワーを改めて再確認できた日。
スタッフの皆様本当にお疲れ様でした。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆大盛況！ 第17回たっこにんにくまつり！

◆にんにくねぶたが完成しました！　　
■  令和６年度水道料金納入についてのお知らせ
　令和６年度水道料金の口座振替日及び納入期限につ
いて、下表のとおりお知らせしますので、期限内に納
入していただくようご協力をお願いします。

令和６年度 口座振替日 納入期限

４ー５月分 ６月17日 ７月29日

６ー７月分 ８月15日 ９月27日

８ー９月分 10月15日 11月27日

10 ー11月分 12月16日 １月27日

12 ー１月分 ２月17日 ３月27日

２ー３月分 ※１ ３月25日 ４月28日
※１：２－３月分の口座振替については、振替日を３月25日

としており、他の振替日とは異なりますのでご注意ください。

問役場建設課水道グループ ☎２０－７１１８

■  就学援助制度について
　町教育委員会では、小・中学校の児童生徒
をもち、経済的にお困りの家庭を対象に、学
用品費など、就学に必要な費用の一部を助成
する就学援助を行っております。
　認定にあたっては、課税・所得の状況、家庭の事情
等を審査し、必要に応じて民生委員の方から状況を伺
うこととなります。４月認定の申請案内は、既に各保
護者に通知しておりますが、申請は年度途中でも可能
です。希望される場合は、在籍する学校にお問い合わ
せください。
　就学援助制度の詳細については、児童生徒が在学す
る小・中学校、または田子町教育委員会にお問い合わ
せください。

問田子町教育委員会教育課学務グループ（田中）
☎２０－７０７２

■  「環境美化の日」
　町民一斉クリーンアップ作戦について
　町民一斉クリーンアップ作戦は、田子町美しいまち
づくり条例で「環境美化の日」に定められている、毎
年４月第３日曜日に実施しています。
　今年は４月２１日（日）が実施日となります。詳細等
については、全戸配布したチラシをご覧ください。

問役場住民課住民環境グループ （大橋）
☎２０－７１１３



8

●
お
知
ら
せ

■  （仮称）三戸風力発電事業環境影響評価方法書の
　縦覧及び説明会開催のお知らせ
　「（仮称）三戸風力発電事業」について、環境影響評
価の調査、予測及び評価の手法をとりまとめた「環境
影響評価方法書」を以下のとおり縦覧するとともに、
説明会を開催いたします。
▼事業名称　（仮称）三戸風力発電事業 ▼事業者　日本
風力エネルギー株式会社 ▼事業の種類　陸上風力発電 
▼対象事業実施区域　三戸郡三戸町及び新郷村 ▼縦覧
場所　田子町役場２F 談話室 ▼インターネットによる
公表　https://venaenergy.co.jp/5049 ▼縦覧期間　３月

29日（金）～４月30日（火）縦覧場所の開庁時間内 ▼意
見書受付期間　３月29日（金）～５月14日（火）
※環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書面に住所・氏

名・意見（意見の理由を含む）をご記入のうえ、意見書受付期間
終了日までに、縦覧場所に備え付けの意見書箱にご投函いただく
か、下記の問い合わせ先へご郵送ください（当日消印有効）。

▼説明会（開催日時、会場）
　４月12日（金）18時30分～　田子町中央公民館　

問日本風力エネルギー株式会社（担当：アクセル、矢島）
〒105-0001東京都港区虎ノ門2-10-4 オークラプレステ
ージタワー17階　☎０３－６４５２－９７７７

■  令和６年度　春の狂犬病予防注射実施スケジュール

※犬は、年１回必ず狂犬病予防注射を受けなければなりません。
　予防注射手数料　３，３００円　　新規登録手数料　３，０００円（生涯１回）
※死亡した犬がいる場合は、速やかに届出してください。
※なるべくおつりのないようにお願いいたします。

問役場住民課住民環境グループ
（大橋）☎２０－７１１３

月日 対象地域 実施場所 実施時間

５
月
13
日
（
月
）

細　野 細野地区研修センター 　９：２０～　９：３５

宮　野 蒼前神社前 　９：４０～　９：５５

明土平 明土平バス停付近 １０：００～１０：０５

上相米 相米へき地保健福祉館 １０：１０～１０：２５

柴　倉 柴倉バス停付近 １０：３０～１０：３５

根　渡 蔵王神社前バス停付近 １０：４０～１０：４５

甲　地 甲地バス停付近 １０：５０～１０：５５

風　張 田子町商工会館前 １１：１０～１１：２０

上　野 上野阿弥陀堂前 １３：０５～１３：１５

日ノ沢 富士産業前バス停付近 １３：２０～１３：２５

下田子・
塚ノ上ミ 下田子生活館 １３：３５～１３：４５

舞　手 舞手バス停付近 １３：５０～１３：５５

サンモール・
中下本町

農業者トレーニング
センター １４：００～１４：１５

５
月
14
日
（
火
）

種　子 種子橋付近 　９：３０～　９：３５

川　向 川向橋付近 　９：４０～　９：４５

堅　田 堅田中央付近 ９：５５～１０：００

池振・野畦沢 池振バス停付近 １０：１０～１０：２０

野々上 旧野々上住宅入口付近 １０：２５～１０：３５

南側・北側 親水公園前 １０：４５～１１：００

七日市 七日市交差点付近 １１：０５～１１：１５

大　王 大王橋付近 １３：１０～１３：１５

川　代 川代バス停付近 １３：２０～１３：３０

椛　山 県道椛山橋付近 １３：４５～１３：５０

袖　平 袖平生活館 １４：０５～１４：１５

清水頭 清水頭地区総合研修センター １４：２０～１４：３０

月日 対象地域 実施場所 実施時間

５
月
15
日
（
水
）

野　月 野月生活館 　９：２０～　９：２５

矢田郎 矢田郎地区
コミュニティ消防センター 　９：３０～　９：４５

新井田 新井田バス停付近 １０：００～１０：０５

向　山 向山バス停付近 １０：１０～１０：１５

上ノ平 上ノ平生活館 １０：２５～１０：３５

西舘野 西舘野バス停付近 １０：４０～１０：４５

長　坂 長坂バス停付近 １０：５０～１１：００

干草場 干草場生活館 １１：０５～１１：１０

衣　更 衣更地区集落センター※ R6変更 １３：１０～１３：１５

雀ヶ平 雀ヶ平生活館 １３：２５～１３：３５

野　面 野面バス停付近 １３：４０～１３：４５

ノ実 山沢左官前 １３：５０～１３：５５

長　沢 長沢バス停付近 １４：００～１４：０５

飯　豊 飯豊生活館 １４：１０～１４：２０

原 原交流センター １４：２５～１４：３０

５
月
16
日（
木
）

夏　坂 夏坂へき地保健福祉館 　９：２５～　９：３０

関 関所橋付近 １０：００～１０：０５

山　口 山口生活館 １０：１０～１０：１５

嘉　沢 嘉沢地区集落センター １０：２０～１０：２５

道　前 上郷公民館 １０：３０～１０：４０

茂　市 茂市地区担い手センター １０：４５～１０：５５
道地・石亀
・杉本 石亀地区研修センター １１：００～１１：１０

新　田 新田地区活性化センター １３：３０～１３：４０

遠　瀬 遠瀬生活館 １３：４５～１３：５５

水　亦 すずらん館 １４：１０～１４：２０
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●
お
知
ら
せ

■  令和６年度田子町運転免許自主返納者支援
　事業のお知らせ
▼運転免許自主返納の手続き
　三戸警察署の運転免許窓口で手続きができます。本
人のみしか手続きができません。有効期限外、停止中、処
分による取り消しの基準にある方は手続きできません。
※詳細は、三戸警察署へお問い合わせください。
▼支援の内容
　高齢者等による交通事故防止のため、運転免許を自
主返納した場合に、田子町商工会が発行する地域振興
商品券10,000円相当または、㈿ 田子スタンプ会のご
協力により1,000円分を上乗せした田子スタンプ会商
品券11,000円相当を１回限り差し上げます。
▼対象となる方
◎運転免許返納日並びに申請日において、田子町内の

住所で住民登録があり、かつ、居住の実態がある方。
◎運転免許返納日が令和５年１０月１日以降であること。
◎運転免許の失効者でない方。
▼申請に必要なもの
①運転免許の取消通知書（公安委員会交付）
②個人番号がわかる書類（マイナンバーカー

ド・通知カード等）
※原則として申請期限は返納してから６カ月以内です。

▼問い合わせ先・申請先
　役場住民課住民環境グループ（大橋）☎２０－７１１３
　三戸警察署 ☎２２－１１３５

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。　　役場政策推進課 ☎２０－７１２７

おいしく減塩！
「塩分ほぼゼロ野菜レシピ」

キャベツの
ドレッシング炒め
材料（２人分）
キャベツ　150g
酢　小さじ３
オリーブオイル　小さじ２
塩　２本指でひとつまみ
黒こしょう　適量

作り方
① キャベツはざくざくと切る。
② フライパンにオリーブオイルを中火で熱し、キャ
ベツをさっと炒める。

③ 塩・黒こしょうで調味し、酢をまわしかけたらで
きあがり。

★酢のさわやかな酸味が効いたフレンチドレッシン
グ味の減塩ソテーです。

（地域包括支援課栄養士　本木）

■  松やナラ類の枯れ木を見かけたらお知らせ
　ください
　松くい虫被害とは、マツノマダラカミ
キリという昆虫によって運ばれるマツノ
ザイセンチュウという小さな線虫がマツ
の木に侵入することによってクロマツや
アカマツが枯れるマツの伝染病です。県内では深浦町
において継続して被害が発生しています。令和５年度
には、岩手県二戸市で被害が発生しています。
　また、ナラ枯れ被害は、カシノナガキクイムシという
昆虫が運ぶナラ菌によってミズナラやカシワなどのナ
ラ類が枯れる伝染病で、県内では深浦町をはじめとす
る６市町村に加えて、令和５年度には新たに青森市、平
内町で被害が確認され被害の拡大が懸念されています。
　これらの被害が、県内各地で発生するようになると、
農林水産業をはじめとする産業・経済のほか、本県が
誇る自然景観などに大きな影響を与えます。
　このため、以下の３点について住民の皆様のご協力
をお願いします。
①マツノマダラカミキリとカシノナガキクイムシは、

それぞれマツとナラ類を伐採した際に発生する臭い
に集まる習性があるため、これらの昆虫の活動期（６
～９月）には、マツとナラ類を伐採しないようにし
ましょう。

②マツ丸太やマツ苗木、ナラ丸太を被害地から持ち込
むと、松くい虫被害やナラ枯れ被害を呼び込む可能
性があるため、県内の未被害地のものを利用しまし
ょう。

③松くい虫被害やナラ枯れ被害を防ぐためには、葉が
黄色に変色したり、枯れたマツやナラ類を早い段階
で取り除く事が大切です。自宅の庭木や街路樹、山
林など、身の回りで枯れている、または枯れかかっ
て根元に大量のフラス（木くず）が溜まっているな
どのマツやナラ類を見つけたら、役場産業振興課、
三八地域県民局林業振興課、森林組合までお知らせ
ください。

　被害の拡大を防ぐためには、被害の早期発見と適切
な駆除が重要となります。
　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、御協力
をお願いします。

問役場産業振興課 ☎３２－３１１１（代表）
問三八地域県民局林業振興課

☎０１７８－２７－５１１１（代表）
問三八地方森林組合田子分室 ☎２３－０２８５
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

令和６年度行事予定

●５月
▽５月～10月（全４回）
　健康ウォーク
　４月下旬
　７月中旬
　８月下旬
　10月中旬

▽５月下旬～10月
　田子神楽養成講座

小学生から高校生まで
を対象に参加者を募集
します

●６月
▽８日（土）～９日（日）
　三戸郡総合体育大会

●７月
▽７月下旬または８月上旬
　キャンピングワールド2024

▽７月中旬～下旬
　第77回市町村対抗青森県民体育大会

●８月
▽５日（月）～７日（水）
　水泳教室

小学４年生から６年生を対象
に行います

●９月
▽１日（日）

第32回青森県民駅伝競走
大会（青森市）

▽８日（日）
第70回田子町民
大運動会　

●10月
▽26日（土）、27日（日）
　田子ひとくるめゃ文化祭　

●12月
▽１日（日）
　生涯学習町民研修会　

●１月
▽９日（木）
　第51回新春書き初め大会

子どもから大人まで参加
可能です

▽12日（日）
　令和７年田子町
　二十歳を祝う会

対象　平成16
年４月２日から
平成17年４月
１日生まれの方

●２月
▽２日（日）

芸能発表会

▽15日（土）
令和６年田子町文化賞・スポーツ賞表彰式

※上記については３月１日時点の予定であり、変更
になる場合があります。
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●暮らし、料理
▽暮らしのおへそ37 ／590ク
▽60代からの小さくて明るい暮ら

し／590ロ
▽農家が教えるよもぎづくし／617ノ
●歴史・時代小説
▽恋風／仕立屋お竜５／岡本さとる

／913オ
▽小梅のとっちめ灸２／金子成人／

913カ
▽用心棒稼業／芋洗河岸２／佐伯泰

英／913サ
▽お勝手のあん１／柴田よしき／

913シ
▽お勝手のあん２／柴田よしき／

913シ
▽五重塔の骸／口入屋用心棒51 ／

鈴木英治／913ス
▽夜露がたり／砂原浩太朗／913ス
●ミステリー・警察小説など
▽夜明けの花園／恩田陸／913オ
▽悪魔の審判／神永学／913カ
▽名探偵のままでいて／小西マサテ

ル／913コ
▽彷徨う者たち／中山七里／913ナ
▽有罪、とＡＩは告げた／中山七里

／913ナ
▽ブラック・ショーマンと覚醒する

女たち／東野圭吾／913ヒ
▽県警の守護神／水村舟／913ミ
●そのほかの小説など
▽青い壺／有吉佐和子／913ア
▽死んでしまえば最愛の人／小川有

里／913オ
▽うたう／小野寺史宜／913オ
▽冬に子供が生まれる／佐藤正午／

913サ
▽成瀬は信じた道をいく／宮島未奈

／913ミ
▽おむすび縁結び／食堂のおばちゃ

ん15 ／山口恵以子／913ヤ
▽とり天で喝！／ゆうれい居酒屋４

／山口恵以子／913ヤ
●エッセイ、手記など
▽こんまり流今よりもっと人生がと

きめく77のヒント／近藤麻理恵
／159コ

▽どう生きるかつらかったときの話
をしよう／野口聡一／159ノ

▽老いの上機嫌／樋口恵子／367ヒ
▽ふたつの時間、ふたりの自分／柚

月裕子／914ユ

図書館情報

　春は何かと忙しい季節です。卒業式、
入学式、引越し、就職、人事異動など
他の季節よりもストレスの多いことが
あります。そして、三寒四温の温度の
変化も自律神経の働きに影響するよう
です。今回は「心」と「体」を整える
ために、役立つ本を集めて展示 ･ 貸出
します。どうぞご利用ください。

○あなたは、あなたなりに生きれば良い。
○「誰かのため」に生きすぎない
○今日も一歩も外に出なかったけどい

い一日だった
○心も体もととのう漢方の暮らし365日
○86歳の健康暮らし／田村セツコ
○病気の９割は歩くだけで治る！
○１日１杯血液おそうじスープ
○病気にならない食う寝る養生

●「心と体を整える」特集

もうすぐ春です。
「心」と「体」を整えましょう！

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

4月の図書館行事
▼４／３（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼４／17（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷
▼４／20（土）～６／９（日）
　春の読書スタンプラリー
▼４／20（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー田子町立図書館（担当：川村）

☎２０‐７２２１

▼期間　４／20（土）～６／９（日）
▼対象　すべての図書館利用者
▼内容　期間中に図書館の本を１冊借りると、台紙にスタンプを１つ押しま

す。スタンプを30個集めると、その場で粗品をプレゼントします。

▼期間　４／20（土）～本がなくなり次第終了
▼対象　貸出券をお持ちの中学生以上の方
▼内容　図書館で受け入れて１年以上経過した雑誌、除籍した古本などを決

められた冊数だけ差し上げます。

●楽しみながら本を読もう！「春の読書スタンプラリー」

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
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誕生

●大村想
そ ら

來（悠樹・与美）／衣更
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●馬場　清（91歳）西舘野
●川下由太郎（95歳）七日市
●宇藤つせ（97歳）上風張
●風張良輔（86歳）新田
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
６
年
２
月
29
日
現
在

世帯数／2056（＋３）
人口／4809（－３）
男／2316（－４）
女／2493（＋１）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
４

月
8
日
（
月
）
か
ら
４
月
14
日

（
日
）
ま
で
の
１
週
間
、『
火
を

消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ

な
ぐ
未
来
』
を
統
一
標
語
に
県

下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が

乾
燥
し
、
山
火
事
や
枯
草
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、

子
ど
も
の
火
遊
び
な
ど
、
小
さ

な
火
か
ら
で
も
燃
え
広
が
り
ま

す
の
で
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
お
い
て

火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状

況
が
続
き
、
住
宅
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
尊
い
命
を
守
る

た
め
、
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
地

域
一
丸
と
な
り
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
、
火
災
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
新
入
学
児
童
に
手
本
を
示
し

ま
し
ょ
う

　

新
入
学
児
童
を
持
つ
ご
家
族
の

方
は
、
通
学
路
や
自
宅
周
辺
に
危

険
な
箇
所
が
な
い
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
安
全
な
歩
行
方

法
が
身
に
つ
く
よ
う
に
、
実
際
に

こ
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩

き
、
手
本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
「
飛
び
出
し
」
の
防
止
を
し
っ

か
り
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
は
、
一
つ
の
こ
と
に
注

意
が
向
く
と
周
囲
の
こ
と
が
目
に

入
り
ま
せ
ん
。

⑵
「
し
っ
か
り
」
見
る
こ
と
の
意

味
、
大
切
さ
を
こ
ど
も
の
目
の
高

さ
で
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
に
見
え
る
道
路
の
様
子

は
大
人
と
は
違
い
ま
す
。

⑶
通
学（
園
）
路
を
実
際
に
見
て

確
認
し
、
安
全
な
横
断
の
仕
方
を

指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
は
自
分
の
位
置
と
危
険

と
の
関
係
の
認
識
が
未
熟
で
直
感

的
、
感
覚
的
に
行
動
し
ま
す
。

⑷
信
号
が
青
で
も
右
左
折
車
な
ど

が
来
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
常
に

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
よ
う
指

導
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
は
「
青
信
号
は
安
全

だ
」
と
思
い
込
む
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

⑸
注
意
す
る
と
き
の
「
声
が
け
」

は
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
は
抽
象
的
な
言
葉
だ
け

で
は
危
険
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

2
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

3
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

5
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

9
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

10
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

12
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

16
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

17
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午

19
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

23
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

24
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

26
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

30
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

４月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

■  住宅防火　いのちを守る　10のポイント
▽４つの習慣
❶寝たばこは絶対にしない、させない。❷ストーブの周りに燃えや
すいものを置かない。❸こんろを使うときは火のそばを離れない。
❹コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
▽６つの対策
❶火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使
用する。❷火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
10年を目安に交換する。❸火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。❹火災を小さいうちに消すため
に、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。❺お年寄りや身体の不自由な
人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。❻防火防災訓練への参
加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
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●
保
護
者
・
地
域
の
方
の
協
力
あ
っ
て

の
田
子
中
学
校

　

前
回
お
伝
え
し
ま
し
た
、
生
徒
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
田
子
魂
～
革
新
～
」。

　

田
子
中
学
校
は
今
年
１
年
、
例
年
よ

り
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
①
地
域
の

諸
団
体
の
協
力
を
得
て
の

「
輝
く
笑
顔
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
県
下
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
」

へ
の
参
加　

②
地
域
住
民
と

の
貴
重
な
時
間
を
共
有
し
た

「
他
人
を
思
い
や
り
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
対
話
集

会
」
の
実
施　

③
保
護
者
の

方
の
協
力
を
得
て
の
「
体
育

祭
で
の
全
校
女
子
生
徒
が
浴

衣
着
用
に
よ
る
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ

ラ
」
披
露　

④
保
存
会
の
協

力
を
得
て
の
「
文
化
祭
で
の

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
サ
イ
ノ
節
」

披
露　

⑤
保
存
会
の
協
力
を

得
て
の
「
県
中
学
校
総
合
文

化
祭
で
の
田
子
神
楽
」
披
露　

⑥
町
ス

キ
ー
協
会
の
協
力
を
得
て
の
「
ス
キ
ー

講
習
会
」
の
実
施　

な
ど
な
ど
。「
生
徒

の
た
め
の
学
校
」
そ
し
て
「
地
域
の
学

校
」
を
念
頭
に
、
こ
れ
ま
で
田
子
町
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
引

き
継
ぐ
こ
と
、
ま
た
地
域
素
材
の
有
効

利
活
用
を
考
え
て
計
画
し
て
き
た
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
も
、
保
護
者
・
地
域
の

方
々
・
関
係
諸
団
体
の
協
力
を
得
て
、

す
べ
て
の
取
り
組
み
を
成
功
裏
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

生
徒
は
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
心

も
体
も
成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
田
子
町
の
良
さ
や
地
域
力
を
身

を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
３
月
に
は
、
32
名

の
生
徒
が
巣
立
っ
て
い
き
、

こ
の
田
子
中
学
校
で
経
験
し

た
様
々
な
こ
と
を
胸
に
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
皆
様
、
各
関
係

団
体
の
方
々
に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
４
月
に
は
30
余
名

の
新
入
生
を
迎

え
、
新
し
い
田

子
中
学
校
が
始

ま
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
田
子
中
学
校
は

「
生
徒
の
た
め
に
」
そ
し

て
「
地
域
の
学
校
」
と
し

て
の
役
割
を
担
う
べ
く
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
１
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
中
学
校
）

こ
れ
ま
で
約
25
年
間
に
わ
た
り
連
載
し
て
い
た
だ
い
た
「
ほ
の
ぼ
の
じ
い
さ
ん
」
は
、
今
月
号
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
、
長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
月
号
か
ら
は
新
た
な
４
コ
マ
漫
画
「
な
か
よ
し 

た
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
の
連
載
を
開
始
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

学
校
の
話
題
　
田
子
中
学
校

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

す
み
れ
咲
き
田
の
神
山
の
神
と
な
る

 

や
な
た
翠
芳（
孝
芳
）

春
愁
や
仏
も
な
さ
る
泣
き
笑
い 

森
き
よ
し（
清
）

長
閑
さ
や
句
帳
片
手
に
と
な
り
村 

川
村
キ
ヱ

家
中
を
清
め
て
香
る
蝋
梅
花 

山
本
一
枝
子

初
も
の
に
声
か
け
て
摘
む
蕗
の
薹 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

青
空
に
と
け
こ
む
高
さ
鳥
帰
る 

原
　
秋
月（
菊
次
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興
味

の
あ
る
方
は
、

田（
☎
０
９
０
‐
２
６
０
５
‐
１
９
７
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　 田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
４
年
４
月
号
（
令
和
６
年
３
月
18
日
発
行
）
通
算
第
７
７
３
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

はじめてのハッピーバースデイ
令和５年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●田中燈
と う や

弥ちゃん
Ｒ5.3.23
（塚ノ上ミ・男の子）

燈弥お誕生日おめでと
う！ 笑顔がとっても素
敵な燈弥。これからもた
くさん食べて遊んでねん
ねして大きくなぁれ☆

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報

　　　ケアマネジャー（介護支援専門員）とは？
要介護１～５の介護認定を受けた方やその家族からの相談を受け
て、適切な介護サービスが受けられるように、計画をたてたり、
関係機関と連絡調整を行う専門職のことです。

介護サービス利用の相談、サービス事業所
等との連絡調整等

直接的な介護、施設申し込みの代行、病院
受診の付き添い、送迎

主な仕事

できないこと

居宅介護支援センター
みろくの郷

田子町社協指定
居宅介護支援事業所

人数 ３名（男性１名・女性２名） ２名（女性２名）

場所
田子字七日市上ノ平 60
（特別養護老人ホーム

みろく苑内）

田子字前田 2-1
（せせらぎの郷 2階）

電話 32-3699 32-4045

リレー連載
第７回

　田子町出身の長
澤伸さん（48）は、
三戸高校卒業後に
北海道の専門学校
でデザインを勉強
し、その後は東京
都の会社に就職さ
れ、経験を積まれたそうです。

「きつい労働環境でしたが、仕
事をこなす度に成長を感じら
れた」「今もそうですが、電車
の吊り革広告などを見ては、
自分ならどうするかと考える
癖がついた」と忙しい当時を
振り返られました。
　その後、３０歳で独立され

「キンアカデザイン事務所」を
設立。仕事の幅を広げていく
中で、改めて田子町に戻って
仕事を続ける決断をされまし
た。「無理のないペースで仕事
をしたいという実情もあった

が、地元に貢献し
たいという想いだ
ったり、田子町の
自然を本能的に求
めている自分が強
くなっていたかも
しれない。自分の

仕事を知ってもらうことで、
田子町の子どもたちの選択肢
を広げたい」と語られ、今で
は役場や地元の業者からの仕
事を中心にされているとのこ
と。今後については「基本的
に、問題を解決する手段とし
てあるのがデザインですが、
田子町の持っている温かい個
性を打ち出していきたい。町
民に着目したフリーペーパー
を作ってみるのも面白い」と
明日を見据え、熱っぽく語ら
れました。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

木村治樹隊員が取材！
木村治樹隊員が取材！

町内でがんばる町内でがんばる
若者を紹介します若者を紹介します

　３月１日、アメリカ・ギルロイ市
よりミランダ・ジャニッシュさんが
国際交流推進員として着任しました。
町内で生活しながら、ギルロイ市と
田子町の国際交流の懸け橋として活
動してくださいます。町内で見かけ
たら気さくにお声掛けください！

　私はミランダ・
ジャニッシュです。
24歳です。カリフ
ォルニア州ギルロ
イで生まれ育ちま
した。趣味はハイ
キング、旅行、釣
り、音楽です。
　私の家族は私が高校生の頃から、
ホストファミリーとして田子町の生
徒や町民の皆さんを受け入れてきま
した。多くの友情、訪問、そして今
この国際交流推進員としての仕事に
つながっています。
　私は田子町と日本のさまざまな地
域を探索することを楽しみにしてい
ます。田子町にいる間、私はソーシ
ャルメディアを通じてギルロイの
人々と私の経験を共有するつもりで
す。私は田子町の美しさと人々を紹
介したいです。私の発信を通じて多
くの人々が田子町を訪れることにつ
ながることを願っています。
　ギルロイの人々は、私たちの友情
を強化することをとても幸せに思い
ワクワクしています。皆さんと知り
合いになるのが待ちきれません。田
子町に来ることができとても幸せで
す。よろしくお願いします！

第23代国際交流推進員第23代国際交流推進員
ミランダ・ジャニッシュミランダ・ジャニッシュさんさん

ようこそ田子町へ！


